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で将棋倒し的に広 「アラブの春」が、現在の中東地域 混乱の起点になっていることは誰しもが指摘する。一月のチュニジアのベンアリ大統領の辞任に端を発し、盤石と思われていたエジプト ムバラク大統領までもが二月に辞任に追い込まれると、これ 勇気づけられて抑圧的な政府によ 支配をそれまで半ばあきらめて受容していた若者達を中心に「民主化」 、「より自由な社会」を求めるデモがアラブ世界全体 広まっていった。イエメンもこの例 漏れず、一九七八年以来三三年間 わた
て政権を維持してきたサーレハ大統領の退陣を求めるデモが発生した。当初は力で制圧 ようとしたサーレハは、しかしながら国内外の世論の高まりや近隣諸国、特にサウジアラビアをはじめとする湾岸協力会議（ＧＣＣ）諸国 らの圧力を受け、二〇一一年一一月に辞任を受け入れた。　
この時点でＧＣＣ諸国と欧米を
中心とする国際社会が描いたシナリオは、サーレハからハーディー副大統領に政権を委譲（暫定大統領に就任）のうえ挙国一致内閣を組織、二年半の移行期間の間に国民各層の意見を踏まえて新たな憲法を起草し これを国民投票で承認したうえで新たな議会選挙、大統領選挙 経て「 生イエメン」を船出させるというものであった。　
しかし、政権移譲から四年あま
りを経て現在イエメンは新生ど
ろか、様々な国内勢力の対立に、様々な外国勢力が介入する分断状態に立ち至っている。のみならず、国民の多くはサウジアラビアを核とする「有志連合軍」による空爆におびえ 毎日を送っている。二〇一五年三月末に「暫定政権を支援するため」に突然始まった空爆は、首都サナアを制圧しているホーシー派を駆逐すること 成功しておらず 他の都市でも暫定政権の影響力がこの空爆によって回復する兆しはない。にもかかわらずこの空爆による一年間の死者は七〇〇〇人に迫り、国内難民 大量に発生し、全人口の大半が食料支援、医療援助を必要とす 状態に追い込まれている。　
加えて、こうした無政府状態を
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